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ＩＳＳＮ
(前年比､ ％)
東日本大震災 ( 月 日)
来道者数 (注
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
年 月
▲
▲
▲
外国人入国者数 (注
)
)
▲
最近の道内経済産業動向
●個人消費は持ち直しの兆し
月の大型小売店販売額 (全店) は､ 気温の高め推移やクールビズ需要の増加を背景に､
前年比 ％増と カ月連続で増加した｡ 総じて衣料品需要が好調だったほか､ 飲食料品
の好調なスーパーが全体を押し上げた｡ 乗用車新車販売台数 (軽含む) は､ 震災の影響に
よる商品在庫不足の解消が進む中､ 前年 ( 月のエコカー補助金期限を前にした駆け込み)
の反動を主因に､ 月が同▲
％､ 月も反動減が続いたとみられる｡
●住宅着工・設備投資は持ち直しの動き､ 公共投資は減少基調
新設住宅着工戸数 ( 月) は､ 前年比
％増と カ月連続の増加｡ 分譲住宅 (同▲
％) が前年割れとなったものの､ 持家 (同
％増) が政策期限到来による駆け込み (住
宅版エコポイント制度適用の着工期限： 月末) から大幅に増加した｡ 月の民間建築物
着工床面積 (非居住用) は同
％増と カ月連続で増加｡ 医療関連施設の建て替え需要
などが押し上げに寄与している模様｡ 公共工事請負額は､ 月が同▲
％と カ月連続
で前年割れ ( − 月累計：同▲ ％)､ 月は概ね前年並みとなった模様｡
●生産は持ち直しの動き
鉱工業生産指数 ( 月) は前月比 ％上昇｡ 紙・パルプが低下 (被災工場の代替一服
等) したものの､ 被災工場の代替､ 火力発電所向け需要増から石油・石炭が上昇 (同
％上昇)｡ また､ 部品調達・供給網の回復に伴い､ 輸送機械 (同 ％上昇) や電気機械
(同 ％上昇) などが上昇した｡ 月も持ち直しの動きが続いたとみられる｡
●輸出は増勢が一服
通関輸出額 ( 月) は､ 前年比▲ ％と カ月連続で減少｡ 石油製品 (ニュージーラ
ンド向け揮発油) や鉄鋼 (韓国向け棒鋼) が増加したものの､ 出荷変動の大きい一般機械
(韓国向け石油精製リアクター) や輸送用機
器 (パナマ向け新造船) が前年割れとなり､
個人消費関連指標の推移
全体を押し下げた｡
(前年比､ ％)
●観光は厳しい状況ながら持ち直しの動き
乗用車新車販売台数 (含む軽)
震災直後に激減した観光入込客数は､ 落ち
込み幅が縮小基調｡ 月の来道者数は前年比
コンビニエンスストア販売額 (全店)
▲ ％ ( 月比 ％ポイント改善)｡ また､
月の外国人入国者数は同▲
％ ( 月比
▲
％ポイント改善)｡ 観光入込客数の持ち
▲
直し基調が続く中､ 宿泊費等消費単価は弱含
▲
大型小売店販売額 (全店)
んでいる｡
▲
●雇用情勢は持ち直しの動き
▲
月の有効求人倍率 (常用) は
倍と前
年比
ポイント上昇し､
カ月連続で前年
年
年
実績を上回った｡ 新規求人数は同 ％増と､
(資料) 北海道経済産業局
医療・福祉 (同
％増) が増勢を持続して
日本自動車販売協会連合会札幌支部
全国軽自動車協会連合会札幌地区事務取扱所
いる｡
■
調査ニュース
年度道内経済見通しのポイント
東日本大震災 (以下､ 震災) は道内景気の大きな下押し要因となった｡ 足元では持ち直しの
動きが見受けられるものの､ 依然として先行き不透明感が残る｡ そこで､ 当行が 月 日に発
表した ｢北海道経済の見通し (
年度年央改訂)｣ をベースに､ その後の経済動向をふまえ､
道内経済の現状と先行きをみるうえでのポイントをまとめた｡
図表
. 震災による道内経済への影響
− 月期の道内経済は､ 本年
来道者数と外国人入国者数
(前年比､ ％)
月に発生し
(前年比､ ％)
外国人入国者数
(右目盛)
た震災の影響が各方面で見受けられた｡ その
なかでも､ 特に影響が大きかったのは観光で
ある｡ 国内交通網の寸断や旅行自粛ムードの
▲
▲
▲
▲
高まりなどから､ 道外 (国内) 客が大幅に減
▲
少 (図表
)｡ また､ 原発事故に伴う風評被
▲
害による影響から海外客のキャンセルが相次
▲
いだ｡ 一方､ 生産面にも大きな下押し圧力が
四半期
年度
加わった｡ 震災により国内の部品調達・供給
(注)
▲
▲
▲ ▲
網が寸断されたためだ｡ 事実､ 輸送機械や電気
▲
来道者数
(左目盛)
ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡ
来道者数は ｢除く海外からの直行便｣｡
月単月の前年同期比｡
(資料) 北海道観光振興機構､ 法務省
年 − 月期は
機械などを中心に − 月期の鉱工業生産指数
は前期比▲
図表
％と大幅に低下した (図表 )｡
( 年
生産指数 (道内)
､ 季調済)
( 年
. 道外 (含む海外) 客減少のインパクト
輸送機械
(右目盛)
震災の影響が大きかった観光は､ 足元で持
､ 季調済)
電気機械
(右目盛)
ち直しの動きが見受けられる｡ 道外 (国内)
客は､ 本州方面における電力供給制約の影響
鉱工業
(左目盛)
などから､ 避暑目的の観光客を中心に持ち直
評被害が徐々に緩和し始めていることから減
▲ ▲
している｡ 海外客は､ 原発事故などに伴う風
四半期
年度
ⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡⅢⅣⅠⅡ
(注)
年 − 月期は 月 (速報) の季節調整値｡
(資料) 北海道経済産業局
少幅が縮小傾向にある｡ ただ､ 海外客の約
割を占めるアジア各国では､ 円高・自国通貨
図表
安が進んだほか､ 放射性物質の拡散に対する
観光消費損失額の試算
警戒感が根強い｡ このため､ 先行きは道外
(国内) 客と比べて､ 海外客の回復テンポは
鈍いと予想される｡
以上をふまえ､ 当行が道外 (含む海外) 客
の減少に伴う観光消費損失額を試算したとこ
ろ､ 約
億円という結果となった (図表 )｡
この数値は
年度の名目道内総生産の約
％を占める数値であり､
年度における道内
経済の下押し要因となろう｡
道外 (国内) 客
海 外 客
観光消費額平均単価∼①
円
円
観光客の減少数∼②
人
人
億円
億円
観光消費損失額 (＝①×②)
(注
) 観光消費額平均単価は､ 道が発表した ｢第 回北海
道観光産業経済効果調査報告書｣ 内の数値を採用｡
(注 ) 足元までの観光客の減少数については､ 来道者数や
外国人入国者数などを基にした北海道銀行の推計値｡
(注 ) 観光客数の予測値は､ 道外 (国内) 客は 年 月ま
でに､ 海外客は 年夏頃までに震災前水準へ回復す
るなどの前提条件を置いた試算結果｡
(資料) 北海道 ｢第 回北海道観光産業経済効果調査報告書｣､
｢北海道観光入込客数調査報告書｣､ 北海道観光振興
機構､ 法務省､ 日本銀行札幌支店 ｢来道者の減少が
道内観光産業に与える影響について｣
調査ニュース
図表
.
年度の道内経済成長率について
当行では､
年度の道内実質経済成長率を
▲
(前年比､ ％)
年度
実質道内総生産
実質民間消費
住宅投資
設備投資
伸
び
政府消費
率
公共投資
移 輸 出
移 輸 入
実質民間消費
住宅投資
設備投資
政府消費
寄
公共投資
与
移 輸 出
度
移 輸 入
道内民需 (再掲)
公的需要 (再掲)
純移輸出 (再掲)
名目道内総生産
額の増加に伴う移輸出の減少や､ 大幅な予算
(
成長見通しの主因となった (図表
年度
年度
【実績見込み】【実績見込み】 【見通し】
％と予測した｡ 前述した観光消費損失
削減を受けた公共投資の低迷などがマイナス
道内総生産 (支出側) の見通し
)｡
)
− 月期以降の道内景気をみていくと､ 公
共投資は､ 前年度からの繰越工事による押し
上げ効果がはく落し始め､ 徐々に厳しくなっ
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
(
てくるとみられる｡ その半面､ 観光や個人消
費には持ち直しの動きが期待されるほか､ 震
)
災の影響が限定的であった住宅投資や設備投
資などは､ 引き続き緩やかな増加基調が維持
されよう｡ この結果､ 先行きの道内景気は持
ち直しの動きが続くと予想される｡
もっとも､ 下押しリスクも存在する｡ 以下
では､ 特に注意を要する
つのポイント (円
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
(注 )
(注 )
(注 )
(注 )
(注 )
(資料)
数値は北海道銀行の予測値 (除く 年度の名目道内総生産)｡
年度の名目道内総生産は速報値｡
道内民需＝民間消費＋住宅投資＋設備投資＋民間在庫投資
公的需要＝政府消費＋公共投資＋公的在庫投資
純移輸出＝移輸出−移輸入
北海道
(
月＝
図表
高・電力供給不足懸念) を解説していく｡
年
東アジア各国の対円レート
)
台湾ドル (
韓国ウォン (
中国・元 (
香港ドル (
. 円高による道内経済への影響
米国の景気後退懸念や､ 欧州の財政・金融
％)
％)
％)
％)
システム不安再燃などから､ 足元で円相場が
高止まりしている｡ 円高による道内経済への
円高・自国通貨安
直接的影響をみていくと､ まず､ 輸入依存度
う｡ 一方､ 自国通貨安となる海外客にとって､
円高は訪日マインドを低下させる要因になる
と考えられる (図表
▲
が高い財 (原油など) は円高の恩恵を受けよ
年･月
(注 ) 各国の対円レートは日次終値の月間平均値を採用｡
(注 ) 直近は 年 月の月間平均値｡
(注 ) 凡例の括弧内は､ 海外客の国別比率 ( 年度上期)｡
(資料)
､ 北海道
)｡ ただ道内全体でみ
図表
ると､ 輸出依存度が低いため､ 経済への直接
的影響は比較的軽微と予想される (図表
輸出依存度
(
年)
)｡
高は､ 輸出企業の利ざや縮小・国際競争力の
低下を招くほか､ 安価な海外製品流入により
内需産業の競争力を低下させる｡ そして､ 企
業収益が圧迫され､ 設備投資マインドや雇用・
所得情勢なども悪化し､ 国内景気は下押しさ
れよう｡ この場合､ 道内景気には移輸出 (道
内総生産の約
割) の減少など､ 下押し要因
が徐々に見え始めることになるだろう｡
移輸出率
年度)
(
域内総生産 輸出額 輸出依存度 域内総生産 移輸出額
(百億円) (百億円)
(％)
(百億円) (百億円)
ただ､ 円高による影響は国内経済を通じて､
道内景気に波及する可能性がある｡ 長引く円
移輸出への依存度
移輸出率
(％)
北海道
東 北
関 東
中 部
近 畿
中 国
四 国
九 州
沖 縄
(注
(注
(注
(注
輸出依存度 (平成 年)＝輸出額÷域内総生産
移輸出率 (平成 年度)＝移輸出額÷域内総生産
移輸出＝移出＋輸出
移出とは地域外居住者に対する財・サービスなどの販売
や､ 地域外居住者による地域内消費支出などを指す｡
(資料) 経済産業省 ｢平成 年地域間産業連関表｣､ 内閣府 ｢県
民経済計算｣
調査ニュース
)
)
)
)
. 道内の電力供給不足懸念
先行きの道内経済を占う上で､ 道内の電力
供給不足懸念についても注意を要する｡ 今の
ところ､ 泊原発 号機が営業運転に切り替わっ
たため､ 同 ・ 号機の運転停止が続く場合
でも､ 今冬の電力供給予備率は安全の目安と
される ∼ ％を上回る ％程度が確保され
るとみられている (図表 )｡ ただ､ 道は今
冬に泊原発 ・ 号機が停止し､ その分を火力
発電所で代替した場合､ 約 億円のコストアッ
プ要因となる試算結果を発表している｡ この
部分が電力料金に転嫁されると､ 企業収益圧
迫・消費マインド抑制などの要因となろう｡
また､ 今冬を乗り越えたとしても､ 原発の
営業運転再開時期によっては､ 来夏にも電力
供給不足となる懸念がある｡ このため､ 電力
料金や原発の運転再開動向などには十分注意
する必要があろう｡
. 道内経済浮揚のカギ
道内経済は震災の影響を大きく受けたもの
の､ 本道の優位性が見直される契機にもなっ
ている｡ 例えば､ 原発事故を発端に“食”の
安全性への関心が一層高まっており､ 国内最
大の食料供給基地として存在感が高まってい
る｡ また､ 本道には豊富な自然エネルギーの
活用事例や､ 大規模発電施設用の広大な土地
があり､ 電力供給基地として道外企業からの
注目を浴びている (図表 )｡
一方､ 震災の影響が大きい観光関連では､
官民一体となった海外客誘致などのＰＲ活動
や､ 地域資源を活かした観光メニューづくり
が従来以上に活発化しており､ 道内観光の魅
力度は着実に高まっているとみられる｡
このような優位性のある分野を育成してい
くことが､“公共投資依存型”から“自立型”
経済への転換を後押しし､ 道内経済を浮揚さ
せるカギとなってくるだろう (注) ｡
(注) 最近の道内産業動向については､ 次ページ以
降に掲載されている ｢道内産業日誌｣ を参照
願いたい｡
(坂野
公紀)
図表
北海道電力管内の電力需給見通し
供 給 予 備 率 (注 )
最大電力需要
供給力合計
原子力 (注 )
火 力
定期点検時期の調整
自家発電の活用
水 力
揚 水
地熱等
融通等 (注 )
年･夏
％
(万キロワット)
年･冬
年･夏
％ ▲ ％
−
−
▲
−
▲
−
▲
(注
(注
) 供給予備率＝供給力合計÷最大電力需要×
−
) 原子力は､ 定期検査後の原子力発電所が再起動しない
ものとして計上｡
(注 ) 融通等には本州向けの電力融通量 ( 年・夏) のほか､
大口需要家に小売を行う電気事業者への供給量も含む｡
(資料) 国家戦略室ＨＰ ｢第 回 エネルギー・環境会議 (平
成 年 月 日開催)｣ 配布資料
〈参考〉 自家発電設備の売電余力
(北海道)
発電所数 (ヵ所)
設備容量 (万キロワット)
(万キロワット)
余剰分合計 (＝①＋②)
うち売電可能∼①
うち売電不可∼②
(注)
上記回答結果は､ 資源エネルギー庁によるアンケート
調査ベース｡
(資料) 資源エネルギー庁 ｢自家発設備の活用状況について
(平成 年 月 日)｣
図表
食・自然エネルギー分野における本道の優位性
経済活動別県内総生産
(
年度､ 名目値)
農業
(億円)
北 海 道
茨 城 県
千 葉 県
鹿児島県
愛 知 県
青 森 県
新 潟 県
長 野 県
宮 崎 県
熊 本 県
栃 木 県
静 岡 県
福 島 県
埼 玉 県
福 岡 県
山 形 県
岩 手 県
群 馬 県
秋 田 県
宮 城 県
都道府県別風力発電導入量
(
年 月末時点)
水産業
(億円)
北 海 道
長 崎 県
宮 城 県
静 岡 県
青 森 県
岩 手 県
三 重 県
鹿児島県
兵 庫 県
福 岡 県
愛 媛 県
宮 崎 県
愛 知 県
千 葉 県
高 知 県
東 京 都
大 分 県
佐 賀 県
山 口 県
熊 本 県
設備容量 設置基数
(基)
(千キロワット)
青 森 県
北 海 道
鹿児島県
島 根 県
秋 田 県
長 崎 県
石 川 県
茨 城 県
山 口 県
静 岡 県
福 島 県
千 葉 県
愛 媛 県
岩 手 県
和歌山県
鳥 取 県
愛 知 県
三 重 県
兵 庫 県
佐 賀 県
(注 ) 都道府県別の上位 位のみ掲載｡
(注 ) 設置基数右横の括弧内は都道府県別順位を示している｡
(資料) 内閣府 ｢県民経済計算｣､
技術開発機構
当行発表の ｢北海道経済の見通し (
年度年
央改訂)｣ にかかる資料全文は､ 北海道銀行の
ホームページよりご覧頂けます｡
【北海道銀行ホームページ (アドレスは本誌の
裏表紙に掲載) →法人のお客様→北海道経済
の見通し】
■
調査ニュース
道内産業日誌 (
年
∼
月)
年 − 月期の道内産業動向について､ 今後の成長・発展が期待される分野を中心に日誌
形式でまとめてみた｡ 当該期は､ 東日本大震災発生により水産関連が直接被害を受けた他､
原発事故の風評被害や旅行手控え等から観光入込客が大きく落ち込むなど間接的影響が広
がった｡
こうした中､ 一部製造業での増産､ 観光客誘致 ､ 電力不足による首都圏からの避暑客・
企業の受け入れ､ 自然エネルギーの活用推進など､ 前向きの話題・取り組みが多くみられた｡
農業生産法人テクノーカ本部 (茨城県龍ヶ
崎市) が幕別町に建設していたホウレンソウ
の水耕栽培施設が完成｡ 建設費は 億 千万
円｡ 日本養液栽培研究会によると､ ホウレン
ソウの水耕栽培施設としては国内最大｡
観光庁は､ 海外客を受け入れる環境整備の戦
略拠点として､ 全国 地域を選定｡ 道内からは､
札幌､ 函館､ 登別が選ばれた｡ 拠点地域には､
国が 地域当たり 千万円を拠出｡ 震災で減
少した訪日外国人の回復を目指す｡
道は､ 東日本大震災の被災地が返上した
年産米生産数量目標 ( 万 千トン) の一部
受け入れを表明｡ 作付け時期を控え､ 既に苗
の育成が始まっているため､
トン分の受
け入れにとどまった｡
大震災以降激減していた海外からの道内観光
客だが､ 台湾 (
人規模のツアーが 月中旬
に来道) をはじめ､ 韓国､ 香港なども回復の兆
しが見え始めた｡ また､ 知事が上海と北京を訪
問(
− ) し､ 北海道の安全性をＰＲした｡
昨年 月下旬にオープンした複合商業施設
｢フラノ・マルシェ｣ の来場者が 万人を突
破した｡ 同施設は民間主導の運営で､ 農産物
直売所､ スイーツカフェ､ 土産物店､ テイク
アウトショップを設置｡ 市街中心部への観光
客誘導に大きな効果をあげている｡
北海道観光振興機構は､ 東日本大震災の影
響による修学旅行先の変更動向について調査
結果を発表｡ 旅行先を関東や東北から道内に
変更した道内外の中学・高校などは
校､
人 (含む引率者) に上った｡ 道内観光
の需要喚起につながることが期待される｡
北海道銀行は､ 道内での植物工場ビジネス
拡大に向け ｢アグリビジネスフォーラム
｣
を札幌市内で開催 (
)｡ 国内外の専門家
による講演､ 商談ブースなどで情報・各種ノ
ウハウを提供｡ 植物工場導入を検討する農業
生産者や異業種企業など約 千人で賑わった｡
(写真参照)
(格安航空会社) のジンエアー航空
(韓国) が､ 新千歳−仁川 (ソウル) 線を新
規就航 (週 往復)｡ 親会社の大韓航空も増
便 (週 往復から週 往復へ)｡ 月に
の
イースター航空 (週 往復) も就航しており､
新千歳発着国際線の路線別便数では､ ソウル
線が台湾・台北線を抜いて最多となった｡
原発事故の風評による道産食品の輸出減に
歯止めをかけようと道内各機関が安全性ＰＲ
の場を設けた｡ 札幌商工会議所や日本貿易振
興機構などは､ 海外の商社や小売業の仕入れ
担当者を道内に招き､ 食品加工工場の視察や
意見交換を行った｡
月は､ 節電の首都圏などから多くの観光
客が涼しさを求めて道内を訪れた｡ 多くの地
域で､ 施設来場者数や宿泊客数が“前年並み”
か“前年以上”となり､ 道外 (国内) 客には
回復の兆しがみられた｡ ただ､ 海外客の回復
ペースはまだ鈍い｡
調査ニュース
フォーラムで展示された植物工場設備
伊達ソーラー発電所
(写真提供) 北海道電力
ニセコ町は､ 地下水の大量採取を事前許可制
とする地下水保全条例を 月 日に施行､ 違反
行為には罰金などを課す｡ 海外からの投資､ リ
ゾート開発､ 山林購入などが進む中､ 水質汚染
や水源の枯渇を防ぎ､ 水資源を守るのが狙い｡
東日本大震災を受け､ 道は首都圏のＩＴ企
業やデータセンターに狙いを絞った誘致活動
を強化｡ 首都圏での説明会開催などを通し､
冷涼な道内の利点をＰＲし､ データセンター
誘致を目指す｡
本道周辺を含むわが国海域の海底に大量に
存在する天然ガス資源 ｢メタンハイドレート｣
産出に向け､ (独) 産業技術総合研究所メタ
ンハイドレート研究センター (札幌市) が本
格的な実験を開始｡ 次世代エネルギーとして
期待される｡
震災発生から 月にかけて､ 鉄鋼 (特殊鋼
棒鋼)､ パルプ・紙 (新聞巻取紙)､ 食品 (飲
料水､ 水産加工品)､ 建設資材 (合板) など
の一部で､ 代替や実需増加に伴う増産の動き
がみられた｡ その他､ 窯業・土石でも代替生
産検討の動き｡
北海道電力が管理・運営する初の大規模太
陽光発電所 (メガソーラー) ｢伊達ソーラー
発電所｣ が竣工｡ 年間約
万
時 (一般家
庭
世帯分の年間使用電力量に相当) の発
排出削減量は､
電が可能｡ 火力発電と比べ
年間約
ｔ｡ (写真参照)
首都圏の電力使用制限に伴う暑さ対策や食
料品保存などで保冷剤の需要が急増｡ 保冷剤
製造のアイスジャパン (室蘭市) は､ 今後の
需要増を見込み､ 室蘭と宮城県で新工場を立
ち上げる｡ 投資額は合計約 億円｡
ソフトバンク (東京) が､ 帯広市に太陽光
発電の実験プラント建設を表明し､ 年内着工
を目指す｡ 当社は地方自治体と連携し､ 道内
を含む全国 ヵ所程度に建設を計画｡
ベルシステム
(東京) は業務拡大に伴
い､ 旭川市内拠点を複合商業施設へ移転す
ると発表｡ また､ 全労災は 月から全国に
分散しているコールセンターを札幌と福岡
に集約した｡
ＮＰＯ法人・雪氷環境プロジェクト (札幌
市) は､ 夏場の電力不足が懸念される首都圏
に札幌の雪を送り､ 冷房に役立ててもらう構
想を東京都に提案｡ 月には､ 都主催のイベン
ト (開催地・東京) で雪冷房の体験会を実施し､
都民に雪活用による節電効果などをＰＲした｡
北広島輪厚工業団地 (北広島市) の造成工
事がスタート｡ 分譲面積は
､
年春の
完成予定､ 総事業費は約 億円 (用地費用含
む)｡ 札幌や新千歳空港・苫小牧港などに近
い地の利をいかし､
年度までに製造業など
約 社の企業誘致を目指す｡
(新聞報道等をもとに北海道銀行作成)
■
調査ニュース
∼道銀 ユジノサハリンスク駐在員事務所だより∼
〒
(直 通)
札幌市中央区大通西
−
−
北海道銀行ホームページ
丁目
内容照会先
黒瀧
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